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転居・家族の移動等があった場合、上記にご連絡下さい。

診
療
所
…
病
院
…
介
護
事
業
所

…
と
働
く
職
場
が
色
々
か
わ
り
ま

し
た
が
、
い
つ
も
大
切
に
し
て
き

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
ど

の
場
面
で
も
「
地
域
の
組
合
員
と

一
緒
に
」
と
い
う
こ
と
で
す
。「
特

に
班
会
が
大
事
だ
ね
」
と
支
部
長

と
話
し
て
い
ま
す

こ
の
間
の
セ

ル
フ
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
テ
ー
マ
に
し

た
班
会
で
、「
楽
し
み
の
お
風
呂

に
は
い
る
の
に
苦
労
し
て
い
る
」

と
い
う

さ
ん
に
巡
り
会
い
ま
し

た
。
両
膝
関
節
変
形
症
で
椅
子
に

し
か
座
れ
な
い

さ
ん
が
シ
ャ
ワ

ー
も
、
手
す
り
も
な
い
浴
槽
に
、

踏
み
台
を
使
い
今
に
も
転
び
そ
う

な
状
態
で
入
浴
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い

と
支
部
長
と
も
相
談
、
認
定
が
ま

だ
で
あ
っ
た
介
護
保
険
の
申
請
か

ら
始
め
ま
し
た
。
要
支
援

の
認

定
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
、「
大

好
き
な
お
風
呂
に
安
心
し
て
入
り

た
い
」
と
い
う
夢
を
叶
え
る
た
め

ケ
ア
プ
ラ
ン
の
自
己
作
成
を
行
い

ま
し
た
。
介
護
保
険
の
制
度
だ
け

で
な
く
大
阪
市
の
制
度
も
使
い

「
セ
ル
フ
ケ
ア
プ
ラ
ン
第

号
浴

槽
」
が
で
き
ま
し
た
。
ユ
ニ
ッ
ト

で
温
か
く
・
足
も
と
ゆ
っ
く
り
・

シ
ャ
ワ
ー
・
手
す
り
も
当
然
つ
い

て
い
ま
す
。「
宝
く
じ
に
あ
た
っ

た
気
分
」
と

さ
ん
ば
か
り
か
、

私
た
ち
も
自
慢
の
お
風
呂
で
す

ち
ょ
っ
と
手
を
伸
ば
す
と
ヘ
ル
ス

コ
ー
プ
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
あ
り
ま
す
。
セ

ル
フ
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
取
り
組
む
組

合
員
・
職
員
も
い
ま
す
。
暮
ら
し

に
役
立
つ
、
組
合
員
が
喜
ぶ
、
そ

こ
に
関
わ
る
支
部
も
元
気
に
な
る
。

今
こ
そ
医
療
生
協
の
出
番
、
地
域

に
足
を
踏
み
出
す
チ
ャ
ン
ス
で
す

月
は
班
会
開
催
の
月
で
す
。

沢
山
の
班
会
を
開
き
ま
し
ょ
う
。

今
な
ら
メ
ニ
ュ
ー
は
「
て
ん
こ
盛

り
」。
地
域
に
足
を
運
ぶ
こ
と
で

医
療
生
協
・
協
同
の
力
を
実
感
し

ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
お
お
さ
か
の
底
力

を
発
揮
し
ま
し
ょ
う
。

（
久
志
本
京
子

介
護
事
業
部
長
）
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ネ
ッ
ト

通
常
総
代
会
に
先
立
ち
、

月

日

会
場
に
分
か
れ

賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

号
議
案
は
役
員
選
挙
で
、

名
の
新
役
員
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。最

後
に
総
代
会
特
別
決
議
を
、

城
東
ブ
ロ
ッ
ク
の
津
ノ
崎
さ
ん

が
読
み
上
げ
、
拍
手
で
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

尚
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
永

年
勤
続
職
員
の
表
彰
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

閉
会
は
水
野
俊
和
副
理
事
長

の
挨
拶
で
締
め
く
く
ら
れ
ま
し

月

日
、日
曜
日
第

回

通
常
総
代
会
が
、総
代

名（
内
書
面
に
よ
る
出
席

名
）

オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

名
の
出

席
を
得
、天
満
橋
の
エ
ル
お
お

さ
か
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

古
田
丈
介
理
事
の
開
会
宣
言

の
後
、
議
長
に
、
職
員
の
成
瀬

さ
ん
と
中
央
天
王
寺
ブ
ロ
ッ
ク

の
江
畑
さ
ん
が
選
出
さ
れ
、
続

い
て
、
各
種
委
員
会
が
設
置
さ

れ
ま
し
た
。

初
め
に
金
谷
邦
夫
理
事
長
か

ら
、「

月
か
ら
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
に
よ
る
混
乱
と
怒

り
の
声
、
健
診
制
度
が
変
わ
っ

た
こ
と
に
よ
る
混
乱
等
が
、
医

療
現
場
を
よ
り
厳
し
く
し
て
い

る
。
職
員
組
合
員
一
体
と
な
っ

て
、
組
合
員
の
暮
ら
し
を
守
る

運
動
を
強
め
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
生
活
協
同
組
合
お
お
さ

か
パ
ル
コ
ー
プ
、
城
東
鶴
見
公

害
を
な
く
す
患
者
と
家
族
の
会
、

て
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
一
斉
に
地

域
別
の
総
代
会
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
生
協
法
改

正
に
伴
う
定
款
の
変
更
が
あ

り
、
議
案
が
多
い
た
め
、
事

前
に
総
代
の
皆
さ
ん
に
議
案

に
つ
い
て
よ
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
目
的
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
総
代
、
オ
ブ
ザ
ー
バ

ー
、
職
員
、
理
事
含
め

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

常
勤
役
員
か
ら
の
定
款
変

更
に
つ
い
て
と
決
算
に
つ
い

て
の
説
明
の
後
、
森
の
宮
歯

科
の
土
地
に
つ
い
て
、
の
え

生
協
診
療
所
建
設
に
か
か
っ

た
費
用
に
つ
い
て
、
介
護
事

業
に
つ
い
て
、
役
員
選
任
制

に
つ
い
て
、
有
識
者
理
事
と

は
？
、
出
資
金
の
減
資
・
脱

退
に
つ
い
て
、
く
ら
し
の
学

習
相
談
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
メ
タ
ボ
健
診
と
保
健

指
導
に
つ
い
て
、
ま
た
理
事

の
責
任
と
議
事
録
の
問
題
や

組
合
員
の
責
任
に
つ
い
て
等

な
ど
た
く
さ
ん
の
質
問
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
組
合
員
理
事
か
ら
、

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止

運
動
を
中
心
に
し
た
当
面
の

活
動
提
案
が
な
さ
れ
閉
会
し

ま
し
た
。

各
ブ
ロ
ッ
ク
一
斉
に

地
域
別
総
代
会
議
開
催

医
療
労
組
お
お
さ
か
等
の
来
賓

を
代
表
し
て
、
大
阪
府
生
活
協

同
組
合
連
合
会
会
長
の
津
村
明

子
様
と
、
大
阪
民
主
医
療
機
関

連
合
会
事
務
局
次
長
の
是
枝
一

成
様
よ
り
「
平
和
憲
法
を
守
る

こ
と
の
意
義
と
医
療
生
協
へ
の

期
待
」「
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
廃
止
に
向
け
て
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
」
等
の
ご
挨
拶
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

池
田
憲
専
務
理
事
、
今
江
清

満
常
勤
理
事
か
ら
映
像
と
パ
ワ

ー
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て
の
議
案

提
案
が
あ
り
ま
し
た
。
今
年
は

生
協
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
を

受
け
て
定
款
変
更
議
案
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
の
後
の
討
論
で
は
、

名
の
方
か
ら
の
質
問
と

名

の
方
か
ら
の
発
言
（
内

名
は

文
書
発
言
）
が
あ
り
ま
し
た
。

理
事
会
か
ら
質
問
意
見
発
言
へ

の
回
答
の
後
、
議
場
閉
鎖
が
行

わ
れ
、
議
案
の
採
決
に
入
り
ま

し
た
。

号
議
案
は
全
て
、

た
。こ

の
総
代
会
決
定
に
基
づ
き
、

こ
れ
か
ら
一
年
間
も
引
き
続
き

職
員
・
組
合
員
力
を
合
わ
せ
、

医
療
・
介
護
を
中
心
に
暮
ら
し

を
守
る
取
り
組
み
を
推
し
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

第

回
通
常
総
代
会

第

回
通
常
総
代
会

左から、谷口さん、室谷さん、西脇
さん、逢坂さん、坂本さん、野沢さ
ん、藤井さん

反対 保留 賛成
第 号議案 年度の活動のまとめと 年度事業活動方針案承認の件 多数
第 号議案 生協森の宮歯科建設計画案承認の件 多数
第 号議案 年度決算と剰余金処分案承認の件 多数
第 号議案 年度予算案承認の件 多数
第 号議案 年度借入限度額承認の件 多数
第 号議案 全日本民医連厚生事業協同組合加入の件 多数
第 号議案 定款変更承認の件 多数
第 号議案 役員選挙規約の廃止と役員選任規約承認の件 多数
第 号議案 総代選挙規約、総代会運営規約変更承認の件 多数
第 号議案 監事監査規約変更承認の件 多数

第 回通常総代会 議決結果

新しく選出された理事

中央天王寺、東成ブロック地区別総代会議
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電話
小児科予約コープおおさか病院 診療案内コープおおさか病院 診療案内

月度理事会は 日（土） から理事総
数 名中 名の参加で本部ビルで行われまし
た。
月の経営報告
医療制度、健診制度改悪の影響を受け経常
損失が 千 百万円で、非常に厳しい結果にな
りました。組合員との協同の取り組みで前進
していくことが重要です。
理事会委員会の報告承認
規約・規則の変更について
これまでの つの行政区に分けたブロック
を中心とした運営からから の医科診療所
病院を中心にした地区ごとの運営に変更する
ことになりました。理事会専門委員会の規定
についての議論を行いました。
年度決算及び 年度の予算案について
年度の事業収益は 億円で、昨年比 ％

で増収でした。経常剰余金は 万円、税
引き後の当期剰余金は 千 百万円です。森の
宮歯科のリニューアル、病院の電子カルテ化
などを含む 年度の予算案を決定しまし
た。
第 回通常総代会
総代会の進行、役割分担が承認されました。
組合員運動

月間の方針（案） についての提案
を受け、各ブロックからそれぞれの取り組み
についての報告がされました。後期高齢者医
療制度廃止運動を強化すること、認知症サポ
ーター養成講座・セルフケアプラン運動、健
康づくりセンターと連携しながら健康づくり
の取り組みをすすめること等 つの重点課題
を確認しました。
健診料金についての確認及び本部 階の

フィットネスの進行状況についての報告があ
りました。
次回は 月 日（土）午後 時から本部ビル
階で行います。

能
性
の
高
い
人
々
は
約

万
人
存
在
し
て
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
の

飲
酒
人
口
は
約

万

人
で
す
の
で
飲
酒
者
の

人

に
一
人
は
予
備
軍
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
依
存
症
者
の

増
加
の
背
景
に
は
、
日
本
の

あ
ち
こ
ち
で
日
常
的
に
み
ら

れ
る
安
い
ア
ル
コ
ー
ル
飲
料
、

に
よ
る
ア
ル
コ
ー
ル
消

費
の
刺
激
、
自
販
機
や
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ト
ア
で
簡
単
に

手
に
入
り
や
す
い
、
飲
酒
に

対
す
る
教
育
の
不
足
な
ど
、

飲
酒
し
や
す
い
状
況
が
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た

不
況
、
リ
ス
ト
ラ
な
ど
飲
ま

ず
に
は
居
れ
な
い
状
況
が
社

会
的
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と

も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

最
近
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症

の
人
々
が
増
え
て
い
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
と
は
ど
ん
な
状
態

を
言
う
の
で
し
ょ
う
か
。

一
般
的
に
は
、
ア
ル
コ

ル
飲
料
を
長
く
飲
酒
し
、
習

慣
性
が
生
じ
、
コ
ン
ト
ロ

ル
の
き
か
な
い
飲
み
方
と
な

り
、
つ
い
に
は
心
身
や
社
会

問
題
が
出
現
す
る
病
気
と
定

義
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
前
は

慢
性
ア
ル
コ

ル
中
毒
や
ア

ル
中
と
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
全
国
に
は
、
ア
ル
コ

ー
ル
依
存
症
の
方
は

万
人
前
後
が
い
る
と
報
告
さ

ヘヘヘルルルスススコココーーープププおおおおおおさささかかかヘルスコープおおさか
事事事事事 業業業業業 所所所所所事 業 所
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診療科目 月 火 水 木 金 土

午前
受付時間

診察時間

内科
循環器特診
呼吸器特診
無呼吸いびき外来 第 土
心療内科
外科
整形外科
泌尿器科
皮膚科
眼科
糖尿病特診 隔週 第 土
小児科
リハビリ
歯科
健康診断
女性外来
ペースメーカー外来

午後
診察時間

胸部疾患
小
児
健
診

小
児
科

泌尿器特診 外来
心療内科
循環器特診 第 週
眼科
整形外科
乳児検診・予防接種
小児科
歯科
婦人科健診
女性外来

夜間
受付時間

診察時間

内科
循環器特診
外科
眼科
整形外科
泌尿器科
皮膚科
歯科
小児科
禁煙外来 隔週

れ
て
お
り
、
糖
尿
病
な
ど
い

ろ
い
ろ
な
慢
性
疾
患
の
中
で

第

位
を
し
め
て
い
ま
す
。

こ
の
人
数
は
毎
年
増
え
続
け

る
ア
ル
コ
ー
ル
消
費
量
の
増

大
に
比
例
し
て
増
加
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
予
備
軍
と
言
わ
れ
る
、

将
来
的
に
依
存
症
に
な
る
可

理事会だより理事会だより

こ
こ
は
脳
梗
塞
や
骨
折
、

安
静
を
要
す
る
治
療
で
運
動

機
能
が
低
下
し
た
患
者
さ
ん

が
、
自
宅
で
日
常
生
活
が
で

き
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
す
る
病
棟
で
す
。

ス
タ
ッ
フ
は
医
師
、
看
護
師
、

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
、
理
学
療
法

士
、
作
業
療
法
士
、
言
語
聴

覚
士
、
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
な

ど
で
す
。

時
起
床
か
ら

時
消
灯

ま
で
、
洗
面
・
食
堂
で
の
食

事
・
入
浴
・
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
、
睡
眠
を
含
め
て
日
常

生
活
そ
の
ま
ま
の
「

時
間

ま
る
ご
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

後期高齢者医療制度が 月にスタートしました。「後期高齢者医療制度
で保険料が年金から天引きされ、生活が大変」と 歳の母親を殺害し 歳
の息子が自殺といった痛ましい事件まで発生しています。「後期高齢者医
療制度は姥捨て山保険制度か」「高齢者は死ねということか」「病院にかか
れない」「これ以上はもう無理」等々怒りの声が渦巻いています。
介護保険制度の改悪により、介護サービスが必要な状態であるにも関わ
らず、介護保険制度が利用できない「介護難民」が地域には少なからず埋
もれています。
高齢化がどんどん進行し、一人暮らしや高齢者だけの世帯も増えていま
す。認知症への不安を抱える高齢者もたくさんおられます。

いのちと健康、くらしと平和が脅かされている昨今、地域で暮らしの協
同を広げ、安心して暮らしていけるまちづくりを理念に掲げ、病院や診療
所、介護事業所と組合員のネットワークを生かし「地域まるごと健康づく
り」「安心のまちづくり」をすすめているヘルスコープおおさかの役割は
益々大きくなっています。

ヘルスコープおおさかでは、これまで支部や班、事業所ごとに数多くの
学習会を開催し、高齢者訪問活動、地域での宣伝行動や機関紙による広報
を通じて、多くの組合員、職員の力で 万 千筆以上の署名を集めてきま
した。この中には、制度に対する憤りの思いと、ヘルスコープおおさかの
協同の取り組みに対する期待の思いも含まれています。この到達点をさら
に前進させ、後期高齢者医療制度を廃止に追い込まなければなりません
地域で取り組んだセルフケアプラン運動では、住宅改修の申請などを通
じて新たな協同の輪が広がっています。ボランティアによる見守りや配食
の活動、事業所を拠点にしたさまざまな生活相談活動も積極的に取り組ん
できました。認知症サポーター養成の取り組みも始まっています。

私たちは、これら協同の営みをさらに積み上げ、「構造改革」の名のも
とに命の格差を持ち込む後期高齢者医療制度を廃止させ、日本国憲法の精
神が息づくいのちと健康、暮らしと平和が最も大切にされる社会をめざし
て奮闘するものです。
上、決議する

年 月 日
生活協同組合ヘルスコープおおさか 第 回通常総代会

高齢者の命を差別する後期高齢者医療制度を廃止させ、
日本国憲法の精神が息づく、一人ひとりの命が大切にされ
る社会をつくるために、暮らしの協同を大きくすすめよう

特別決議特別決議

コープおおコープおお
さか病院さか病院
医療講座医療講座

毎月第 土曜日 午後 時 時
場所 コープおおさか病院 階大会議室

月 日
メタボリックと食の健康につ
いて （管理栄養士）

参加費
無料

ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
と
は

西
上

喜
房

アルコール依存症の診断
一般的には以下の 項目を認めた場合アルコール依
存症と診断しています。
耐性増加 飲む量を増やしていかないと酔わなくな
るなどがチェックポイント
アルコ ルに対する精神依存 家庭や職場で隠れて
でも飲酒するなどがチェックポイント
アルコ ルに対する身体依存 アルコールを急に
断ったり減量した時、手指のふるえ、発汗、動悸、
不眠などがチェックポイント
家庭や社会での問題飲酒 酔って喧嘩をしたり、暴
力を振るうなどの問題行動のある場合。

アルコール依存症は患者本人の体をむしばむだけで
なく、周囲の人々にも影響を及ぼし、家庭も壊れてし
まいます。飲むのを辞められないのは、本人の意思が
弱いからではなく、辞められない病気になっているか
らです。ですから早いうちに発見し、治療することが
重要になっています。しかしアルコール依存症の患者
さんは自分では依存症であることを認めたがらないの
で、家族の方が、アルコールが多いなと感じたら専門
の病院へ早めに相談することをお勧めします。
特に以下の方はアルコール依存の可能性が高いので
要注意です。
アルコールによる身体の病気で入院した方
家族に隠れてアルコールを飲んでいる方
睡眠薬のかわりにアルコールを飲んでいる方
精神安定剤のかわりにアルコールを飲んでいる方
休みに朝からアルコールを飲んでいる方
胃を切除してから飲む量が増えた方
飲酒が原因で社会的な問題を起こしたことがある方

シ
ョ
ン
」
で
す
。

寝
返
り
、
起
き
上
が
っ
て

座
る
、
立
つ
の
基
本
動
作
と

歩
行
、
車
椅
子
の
使
い
方
な

ど
移
動
の
練
習
。
食
事
、
着

替
え
、
ト
イ
レ
、
入
浴
な
ど

の
動
作
の
訓
練
。
と
き
に
は

買
物
や
調
理
も
。
言
語
障
害

や
嚥
下
障
害
の
あ
る
人
に
は

ス
ム
ー
ズ
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
れ
る
よ
う
に
訓

練
し
ま
す
。
家
で
家
事
を
し

て
い
た
り
、
バ
リ
バ
リ
仕
事

を
し
て
い
た
の
に
病
気
に

な
っ
て
自
由
に
体
が
動
か
な

く
な
り
自
信
を
失
っ
て
し

ま
っ
た
人
が
、
病
気
を
受
け

入
れ
、
元
の
生
活
に
も
ど
る

自
信
を
つ
け
る
こ
と
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。

他
院
か
ら
の
受
け
入
れ
も

積
極
的
に
行
い
、
回
復
期
リ

ハ
病
棟
へ
の
入
院
で
ヘ
ル
ス

コ
ー
プ
を
知
っ
て
も
ら
い
、

退
院
後
は
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
て

自
宅
で
生
活
出
来
る
よ
う
に

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
ス

タ
ッ
フ
は
い
つ
も
こ
こ
に
い

る
よ
と
安
心
感
を
持
っ
て
も

ら
い
、
リ
ハ
ビ
リ
を
が
ん
ば

り
、
毎
日
の
生
活
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。

コ
ー
プ
お
お
さ
か
病
院

回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
病
棟
（

床
）

回復期リハビリテーション病棟対象病名と入院期間について

疾患 発症から入院 入院期間

脳血管疾患、脊髄損傷、頭部外傷、くも膜
下出血のシャント術後、脳腫瘍、脳炎、脊髄
炎症、多発性神経炎、多発性硬化症、脳神経
叢損傷の発症もしくは手術後、義肢装着訓練

ヶ月以内 日

高次脳機能障害を伴った重症脳血管障害、重
度の頚髄損傷・頭部外傷を含む多発外傷

ヶ月以内 日

多肢の骨折、大腿骨、骨盤、脊椎、股関節、
または膝関節の骨折もしくは手術後

ヶ月以内 日

外科手術または肺炎等の治療時の安静によ
り廃用症候群を有しており、手術後または発
症後

ヶ月以内 日

大腿骨、骨盤、脊椎、股関節、膝関節の神
経筋、靱帯損傷後

ヶ月以内 日

月

日

月

日
、

「

」

年

度
上
期
内
部
監
査
が
あ
り
ま

し
た
。
組
合
員
の
内
部
監
査

員
（
利
用
委
員
）

名
が
参

加
し
ま
し
た
。
職
員
と
組
合

員
の

人
一
組
で

ヘ
ル
ス

コ
ー
プ
お
お
さ
か
組
合
員
活

動
部

コ
ー
プ
お
お
さ
か
病

院
医
療
サ
ー
ビ
ス
課
外
来
係

同
入
院
係
を
た
ず
ね
ま
し

た
。

年
下
期
に
続
き

回
目

の
監
査
員
は
「
監
査
項
目
に

沿
っ
て
必
要
書
類
が
提
示
さ

れ
、
良
質
の
医
療
・
介
護
を

提
供
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

が
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
組
合
員
と

し
て
患
者
・
利
用
者
の
立
場

で
み
る
と
監
査
項
目
の
中
で

い
く
つ
か
疑
問
が
あ
り
参
考

意
見
と
し
て
改
善
策
を
提
案

し
ま
し
た
。
今
後
は
も
っ
と

組
合
員
の
監
査
員
を
増
や
し

た
い
」
と
の
感
想
で
し
た
。

事
業
所
利
用
委
員
会

年
度
内
部
監
査

改
善
策
も
提
案

子
ど
も
の
歯
の
健
康
教
室
は
、

購
買
生
協
の
お
お
さ
か
パ
ル
コ

ー
プ
と
医
療
生
協
の
ヘ
ル
ス
コ

ー
プ
お
お
さ
か
と
が
連
携
し
て

月

日
（
土
）
午
後
か
ら
パ

ル
コ
ー
プ
鶴
見
店
の

階
組
合

員
ル
ー
ム
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

健
康
教
室
で
は
、
最
初
に
せ

い
き
ょ
う

丁
目
歯
科
の
辻
医

師
か
ら
子
ど
も
た
ち
に
「
炭
酸

飲
料
は
歯
を
溶
か
し
ま
す
！
」

と
い
う
実
験
を
行
い
、「
虫
歯

の
お
話
」
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
用

し
て
、
虫
歯
の
原
因
か
ら
日
常

の
歯
の
手
入
れ
や
、
口
の
中
が

酸
性
に
な
ら
な
い
為
の
「
お
や

つ
」
な
ど
、
わ
か
り
易
く
説
明

し
ま
し
た
。

歯
科
衛
生
士
は
、「
お
口
の

模
型
」
を
使
っ
て
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
の
仕
方
を
実
演
し
ま
し
た
。

お
母
さ
ん
は
も
と
よ
り
子
ど
も

さ
ん
も
一
生
懸
命
見
て
い
ま
し

た
。お

話
の
後
は
、

丁
目
歯
科

の
種
村
医
師
と
辻
医
師
が
、

部
屋
に
分
か
れ
て
「
歯
」
の
検

診
を
し
ま
し
た
。
特
に
「
歯
並

び
」
の
相
談
に
一
番
関
心
が
あ

り
、「
矯
正
の
費
用
・
期
間
」

な
ど
熱
心
に
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。あ

る
パ
ル
コ
ー
プ
の
組
合
員

さ
ん
は
「
こ
れ
だ
け
身
近
に
先

生
と
相
談
の
機
会
を
頂
い
て
満

足
で
す
」「
私
は
東
中
浜
の
パ

ル
コ
ー
プ
の
店
の
近
く
に
住
ん

で
い
ま
す
、
是
非
こ
ち
ら
で
も

「
歯
の
健
康
教
室
」
を
開
催
し

て
欲
し
い
で
す
。」
と
感
想
を

述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
は

家
族
で
、
保
護

者
が

名
・
子
ど
も
が

名
の

計

名
の
参
加
で
、

階
の
組

合
員
ホ
ー
ル
は
満
席
で
し
た
。

歯の親子教室歯の親子教室

大好評 パ
ル
コ
ー
プ

鶴
見
店
主
催

ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
お
お
さ
か
と

し
て
も
、「
何
と
し
て
も
廃
止

さ
せ
よ
う
」
を
合
い
言
葉
に
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
廃
止
運
動

推
進
本
部
を
水
野
副
理
事
長
を

本
部
長
と
し
て
立
ち
上
げ
、
地

域
で
の
学
習
会
や
署
名
・
宣
伝

行
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
の
秋
か
ら
始
め
、

万

千
筆
を
こ
え
た
署
名
の
到
達
点

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。「
姥

捨
て
山
制
度
か
」「
高
齢
者
は
死
ね
と
い
う
こ
と
か
」
等
の
怒

り
の
声
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。

を
さ
ら
に

万
筆
を
目
標
に
取

り
組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

町
会
や
老
人
会
へ
の
郵
送
に
よ

る
申
し
入
れ
行
動
も
実
施
し
ま

し
た
。
支
部
や
地
区
で
も
様
々

な
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。
中
央
区
で
は
医
療
生
協
と

地
域
社
保
協
が
一
緒
に
「
後
期

高
齢
者
医
療
制
度
や
め
て
ん

か
！
パ
レ
ー
ド
」
を
開
催
、「
歩

け
な
い
け
ど
集
会
だ
け
で
も
参

加
す
る
」
と
車
椅
子
で
参
加
さ

れ
た
方
や
、
パ
レ
ー
ド
の
最
中

に
沿
道
か
ら
声
援
を
か
け
る
方

も
お
ら
れ
、
署
名
も

筆
が
集

ま
り
ま
し
た
。
田
島
診
療
所
で

も

月

日
に
近
く
の
ス
ー
パ

ー
前
で

時
間
の
宣
伝
行
動
、

組
合
員

名
と
職
員

名
が
参

加
、

筆
の
署
名
が
集
ま
り
ま

し
た
。
同
じ
日
に
蒲
生
厚
生
診

療
所
と
城
東
診
療
所
も
合
同
で

実
施
、

名
の
参
加
で

筆
の
署
名
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

月
に
は
、

才
以
上
の
高

齢
組
合
員
訪
問
活
動
を
組
合

員
・
職
員
の
共
同
の
取
り
組
み

で
行
い
、
高
齢
者
の
状
況
を
つ

か
む
と
と
も
に
、
廃
止
運
動
に

参
加
す
る
組
合
員
を
ひ
ろ
げ
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

な
ん
と
し
て
も
廃
止
に

中
央
区
で
パ
レ
ー
ド
も

総
代
会
も
終
わ
り
、
新
し
い

体
制
で
の
始
ま
り
で
す
。

そこが
知りた い

「生協の約束事が
新しくなります」

第

回
通
常
総
代
会
で
、
定

款
改
定
が
提
案
さ
れ
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。
医
療
生
協
は
「
生

協
法
」
と
い
う
法
律
に
も
と
づ

い
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
生

協
法
は

年
（
昭
和

年
）
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て

年
ぶ
り
に
改
定
さ
れ
、

年

月

日
施
行
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
改
定
に
と
も

な
い
、
医
療
生
協
を
運
営
す
る

た
め
の
約
束
事
で
あ
る「
定
款
」

の
改
定
が
必
要
に
な
り
ま
し
た
。

新
し
い
生
協
法
で
は
、
生
協

が
医
療
福
祉
の
担
い
手
と
し
て

認
め
ら
れ
、
医
療
、
福
祉
の
事

業
を
明
記
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

理
事
、
監
事
の
権
限
が
強
化
・

明
確
化
さ
れ
ま
し
た
。
理
事
会

運
営
や
議
事
録
に
つ
い
て
も
、

細
か
い
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
ま

コ
ー
プ
お
お
さ
か
病
院

内
科
医
師

し
た
。
監
事
の
独
立
性
も
強
化

さ
れ
、
理
事
会
を
チ
ェ
ッ
ク
す

る
監
事
の
役
割
も
重
要
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
理
事
の
選
出
方

法
も
選
挙
方
式
か
ら
選
任
方
式

に
変
わ
り
ま
す
。
他
に
も
細
か

な
約
束
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
日
常
の
病
院
、
診
療
所
が

変
わ
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

生
協
は
、
社
会
か
ら
大
き
く
期

待
さ
れ
、
社
会
的
役
割
も
大
き

く
な
り
、
大
き
な
組
織
へ
と

成
長
し
た
結
果
、
社
会
的
責

任
に
応
え
ら
れ
る
組
織
で
あ

る
た
め
の
改
定
で
す
。

組
合
員
の
声
を
反
映
し
つ

つ
世
の
中
の
変
化
に
素
早
く

対
応
で
き
る
組
織
で
あ
り
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

万

人
組
合
員
と
と
も
に
。

（
夢
見
零
子
）

憲
法
は
ア
メ
リ
カ
の

押
し
つ
け
で
は
な
か
っ
た

今
、
真
実
を
こ
の
目
で

確
か
め
る
時

月 日 午前 時 、 午後 時 （ 回上映）
城東区民ホール
前売り券 円

ヘルスコープ 条の会・連絡

「後期高齢者医療制度やめてんか」パレード
（中央区社保協）

生協東住吉平野ブロックの宣伝行動

歯医者が身近
になりました
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年 月号 第 号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

図
書
券
が
あ
た
り
ま
す

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

図
書
券
が
あ
た
り
ま
す

ヘ ル ス コ ー プ お お さ かヘ ル ス コ ー プ お お さ か

こ
の

月
で

歳
に
な
る

松
下
さ
ん
は
、
年
前
に
奥

様
を
亡
く
さ
れ
、一
人
暮
ら

し
。
背
筋
も
ピ
ン
と
伸
び
、

い
つ
も
に
こ
や
か
な
ヒ
ミ
ツ

は
？「
若
い
時
は
、山
歩
き
の

会
で
高
い
山
に
よ
く
登
り
、

ス
キ
ー
も
や
り
ま
し
た
。

年
前
に
胃
の
手
術
を
し
て
か

ら
、き
つ
い
こ
と
は
無
理
な

の
で
、毎
日

時
間
半
程
度
、

淀
川
堤
防
や
城
北
運
河
の
遊

歩
道
を
歩
き
、た
ま
に
仲
間

、

人
と
ハ
イ
キ
ン
グ
。

『
あ
か
し
ん
』で
は
、中
国
保

せ
ん
。野
菜
や
果
物
も
ち
ゃ

ん
と
摂
り
、手
作
り
も
し
ま

す
。月
水
金
は
、『
あ
か
し
ん
』

の
昼
食
会
で
お
世
話
に
な
り
、

美
味
し
く
い
た
だ
い
て
い
ま

す
」そ
の
食
事
会
の
テ
ー
ブ

ル
を
飾
っ
て
い
る
の
が
松
下

さ
ん
の
創
作
の「
工
芸
盆
栽
」

で
す
。布
や
紙
、粘
土
な
ど
で

作
ら
れ
た
、花
や
果
実
が
見

事
で
す
。季
節
ご
と
の
気
配

り
も
喜
ば
れ
、ミ
ニ
ト
マ
ト

や
サ
ク
ラ
ン
ボ
は「
あ
ら
、

美
味
し
そ
う
！
」と
皆
さ
ん

か
ら
声
が
上
が
り
ま
す
。「
自

然
に
触
れ
る
の
が
好
き
」と

い
う
松
下
さ
ん
。「
何
十
年
と

い
う
お
つ
き
合
い
の
、あ
か

が
わ
生
協
診
療
所
を
丸
ご
と

楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
、月
に

一
度
で
も
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行

け
た
ら
幸
せ
で
す
」。

読読者者ののペペ ーージジヒ
ン
ト

こ
れ
を
し
て
仲
間
ふ
や
し
を

ま
で
並
べ
る
と
答
が

で
ま
す
。

ヨ
コ
の
カ
ギ

「
夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
」

で
始
ま
る
唱
歌
の
題
名

給
金
な
ど
を
一
日
単
位
で
計

算
す
る
こ
と

多
く
並
び
立
つ
こ
と
。
ビ
ル

が

す
る

長
良
川
の
夏
の
風
物
詩

全
体
を
ひ
っ
く
る
め
て
の
計

算
。
長
島
茂
雄
の

本
塁
打
数
は

本
で
す

酸
性
か
ア
ル
カ
リ
性
か
を
検

査
す
る

試
験
紙

今
日
の
次
の
日

か
ら
だ
の
重
さ

鳥
か
ご
な
ど
に
、
鳥
が
と
ま

る
よ
う
に
設
け
た
横
木

告
げ
知
ら
せ
る
こ
と

ご
み
の
捨
て
場
。

に
鶴

指
先
の
内
側
に
あ
る
も
よ
う
。

一
人
ひ
と
り
違
い
ま
す

役
に
た
た
な
く
な
っ
た
物

タ
テ
の
カ
ギ

こ
の
病
気
に
は
な
り
た
く
な

い
ネ

魚
釣
り
に
使
う
テ
グ
ス

中
国
の
王
朝
の
一
つ
。
元
の

あ
と

悲
し
み
い
た
む
こ
と
。

な
お
も
も
ち

亜
麻
の
繊
維
で
織
っ
た
薄
地

織
物
。
リ
ン
ネ
ル
と
も
い
う

満
員
で

の
余
地
も

な
い

非
日
常
的
で
超
人
的
な
力
を

備
え
た
資
質
。

的

指
導
者

海
岸
沿
い
の
砂
の
小
丘
。
鳥

取話
を
聞
い
た
人
か
ら
さ
ら
に

伝
え
聞
く
こ
と

後
ろ
か
ら
押
す
こ
と

芸
名
や
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
な
い
。

戸
籍
上
の
本
当
の
名
前

代
金
の
一
部
と
し
て
、
前

も
っ
て
払
う
お
金

は
な
れ
そ
む
く
こ
と
。
人
心

が

す
る

う
ち
や
ぶ
る
こ
と
。
現
状
を

す
る

応
募
方
法

ハ
ガ
キ
に
、答
え

郵
便
番
号

住
所

氏
名
（
年

齢
・
電
話
番
号
は
任
意
）を
明

記
し
、本
紙
へ
の
ご
感
想
ご
意

見
を
お
書
き
添
え
の
う
え
、左

記
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。正
解

者
、記
事
掲
載
者
の
中
か
ら
抽

選
で

名
様
に
図
書
カ
ー
ド

円
分
を
お
送
り
し
ま
す
。

締
め
切
り
は

月

日
ま
で
と

し
、
月
号
で
当
選
者
を
発
表

し
ま
す
。
ま
だ
生
協
に
未
加
入

の
方
は
応
募
を
機
会
に
ぜ
ひ
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

（
宛
て
先
）

大
阪
市
鶴
見
区
鶴
見

ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
お
お
さ

か
広
報
委
員
会

「
私
の
健
康
法
」
の
池
内
さ

ん
の
言
わ
れ
る
通
り
、
身
体
が

弱
く
て
も
、
努
力
と
工
夫
で
健

康
に
な
れ
る
と
思
い
ま
し
た
。

（
中
央
区
）
中
村
瑞
雄

「
私
の
健
康
法
」
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
値
上
げ
値
上
げ

の
昨
今
、
健
康
が
一
番
！
と
肝

に
銘
じ
て
い
る
日
々
で
す
。

（
鶴
見
区
）
長
田
全
義

月
か
ら
健
診
制
度
が
変

わ
っ
た
り
、
後
期
高
齢
者
の
保

険
証
が
送
付
さ
れ
た
り
、「
生

き
て
い
て
悪
い
の
か
」
と
言
う

よ
う
に
扱
わ
れ
て
い
く
こ
の
世

の
中
、
ヘ
ル
ス
コ
ー
プ
に
入
っ

て
い
て
組
合
員
で
あ
る
と
云
う

こ
と
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
て

い
け
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

（
旭
区
）
冨
永
郁
子

読
者
か
ら
の
便
り

読
者
か
ら
の
便
り

月
号
の
答
え

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ョ
ウ
コ
ウ

応
募

通
・
正
解

通

当
選
者

（
城
東
区
）
中
川
稼
頭
恵
、
高

野
節
子
、
茅
野
正
行
、
大
見
知

子
、
北
垣
咲
也
、
大
國
き
み
子
、

片
山
満
子
、
西
山
マ
サ
子
（
鶴

見
区
）
笠
谷
満
恵
、
宇
野
さ
よ

子
、
植
田
設
夫
、
安
部
国
男
、

大
西
久
美
子
（
東
成
区
）
高
橋

勲
美
（
中
央
区
）
宮
本
隆
史
（
生

野
区
）
猪
野
淳
子
、（
旭
区
）

中
野
晴
美
、
奥
田
禎
治
、
本
庄

歳
以
上
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
は
悪
政
で
す
。
今
ま
で
頑

張
っ
て
こ
ら
れ
た
お
年
よ
り
の

方
は
無
料
に
す
べ
き
で
す
。
こ

ん
な
制
度
は
早
期
中
止
に
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
！
怒
り
ま

す
！

（
鶴
見
区
）
糸
井
美
香
子

月
の
班
会
に
参
加
。

歳

以
上

人
、

代

人
。
高
齢

健康法健康法
私私私私私ののののの私の

診療所を
まるごと楽しむ

松下 正義さん

正
巳
（
枚
方
市
）
竹
村
り
か

（

月
末
に
図
書
カ
ー
ド
を
送

り
ま
す
）

ゲンジボタルヨカ
ンジエナイリマメ
リサイタルフニラ
ヨドチガワタラ
ウ トメガネンア
クカゲ クスエサ
シン ツキウンガ
オコノミヤキ オ

ヨ
ジ ナ

フ
チ ワ

ン
ク ス

キ

（旭ブロック・旭陽支部）

健
体
操
の
サ
ー
ク
ル

に
入
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
」旭
ブ
ロ

ッ
ク
や
支
部
主
催
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、

常
連
で
す
。「
食
事
の

好
き
嫌
い
は
あ
り
ま

（ 歳）

者
医
療
制
度
の
話
か
ら
私
達
は

戦
中
戦
後
苦
し
い
中
を
生
き
抜

い
て
き
た
。
こ
ん
な
こ
と
で
へ

こ
た
れ
る
よ
う
な
こ
と
は
し
な

い
。生

き
て
生
き
て
生
き
抜
い
て

中
止
撤
回
ま
で
頑
張
る
の
声
、

頼
も
し
く
元
気
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

（
旭
区
）
本
庄
正
巳

素
顔
で
生
き
し

母
と
向
き
あ
ふ

山
桜

（
鶴
見
区
）
畑

麗
子

ひ
と
言
も

聞
き
も
ら
さ
じ
と
一
年
生（

城
東
区
）
竹
村
禮
子

荒
れ
た
掌
に

薬
包
の
皺

の
ば
し
と
く

ケ
ア
プ
ラ
ン

も
っ
と
も
ら
し
く

ひ
と
が
決
め

（
鶴
見
区
）
北
垣
咲
也

桃
節
句

か
す
む
ま
な
こ
に

つ
い
ほ
ろ
り

花
見
来
て

昔
を
し
の
ぶ

草
枕

（
東
成
区
）
松
生
千
江

文芸コーナーお
詫
び

前
号
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
印
刷
所
の
ミ
ス
で
前
々
号
と
同
じ
も
の

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
深
く
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。

ワンポイント

ストレッチ

ト

トレッチ

ワンポイント

腰痛に効く
その

立ち仕事編

腰・尻から膝と
腿の裏を伸ばす

膝の裏とふくらはぎ・
アキレスを伸ばす

腿の表と裏を
交互に伸ばす

肩幅に足を開き、つま先を前に向
ける。腰にストレスをかけないよ
うに膝を少し曲げたまま、腰を起
点に、ゆっくり体を前に曲げる。

左脚を前に右脚を後にして大きく前後に開く。
何か安定した物に右足をのせる。
後ろの左足はつま先を真正面に向け
る。腰を前に動かしながら右脚の膝
を曲げる。

手は腰に当て、そのまま腰を落と
すようにして、左膝は軽く、右カ
カトを離さずに深くゆっくり曲げ
る。

首と腕は
リラックス

反対側も
同じように

両手を左膝にのせて、左
膝を曲げながら右足カカ
トを床に押しつけ、正面
を向いて上体をゆっくり
前に伸ばす。

反対側も
同じように


